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【研究の背景・目的・内容】 

朱子学研究の観点から、東アジア三国（日本、韓国、中国）の儒学理解の傾向を分析し、それを土台に現代社会に

おける儒学思想の意味を再考察する。 

 

 

【応用例、研究の展望】 

日本儒学の場合は、伊藤仁斎や荻生徂徠など、主に近世儒学者を研究対象としつつ、朱子学との比較分析を行

う。 

韓国儒学の場合は、李退渓や李栗谷など、朝鮮時代の儒学者を研究対象としながら、朝鮮の朱子学（性理学）の

特徴を再考察する。 

中国儒学の場合は、程明道、程伊川、また朱子などを研究の対象としながら、朱子学の「原型」を再考察する。 

 

 

【研究方法の特色】 

東アジア三国の、地域別の儒学研究の特徴を土台にしながらも、なお、特定地域の研究に止まらずに、東洋哲学

の観点から儒学思想の再構築を試みる。 

本研究関連 

特許・論文等 

・『儒教と近代国家― 「人倫」の日本、「道徳」の韓国―』、講談社選書メチエ、p,1-204、2006 

・「儒教は反文明論なのか－福沢諭吉の儒教批判を中心に」、『比較思想研究』44号、2018 

・「易姓革命の理念と朱子学」、『日本女子大学人間社会学部紀要』32号、2022（掲載予定）など。 

共同研究・外部機関 

との連携への期待 

 

 

 


